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鎌倉の取組紹介
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鎌倉の取組紹介

　共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
　～鎌倉海藻ポークの一歩～
　　矢野　ふき子氏　料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー

　鎌倉リビングラボの挑戦　
　～産官学民で地域課題から新しい価値を創り出す～
　　秋山　弘子氏 　東京大学名誉教授・高齢社会総合研究機構客員教授
　　青木　清氏　NPO法人タウンサポート鎌倉今泉台副理事長
　　秋山　恵氏 　（株)イトーキ商品開発本部先端研究統括部先端技術研究所所長
　共生社会が生み出すwell-being　
　～共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より～
　　松尾　崇氏 　鎌倉市長

令和 3年 11月 18日（木）13：30～ 14：30
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鎌倉の取組紹介

　共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
　～鎌倉海藻ポークの一歩～
　　矢野　ふき子氏　料理教室「鎌倉ダイニング」主宰・鎌倉漁業協同組合食品アドバイザー

　鎌倉リビングラボの挑戦　
　～産官学民で地域課題から新しい価値を創り出す～
　　秋山　弘子氏 　東京大学名誉教授・高齢社会総合研究機構客員教授
　　青木　清氏　NPO法人タウンサポート鎌倉今泉台副理事長
　　秋山　恵氏 　（株)イトーキ商品開発本部先端研究統括部先端技術研究所所長
　共生社会が生み出すwell-being　
　～共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より～
　　松尾　崇氏 　鎌倉市長

令和 3年 11月 18日（木）13：30～ 14：30

【ナレーション】　「共感を力に、共に生きる文
化を鎌倉から～鎌倉海藻ポークの一歩～」相
模湾に面した神奈川県鎌倉市は、歴史ある寺
社と由比ヶ浜をはじめとした美しいビーチを
持つ人気の観光地です。鎌倉の海は豊かで、
天候によっては浜辺に多くの海藻が打ち上げ
られています。けれども、鎌倉近辺では日常
的にカジメやアラメを食べる習慣はなく、ま
してや打ち上げられたものには苦情の原因と
なり、日々廃棄されています。鎌倉在住の料
理家　矢野ふき子さんは、捨てられてしまう
海藻を使って、新たな取組ができないかと考
えました。
　そして、彼女が行き着いたのは、海藻を飼
料にすること。その飼料を豚の餌にし、おい
しい、特色のある鎌倉ブランドの豚肉を生産、
販売することでした。捨てられていた海藻と
いう地域資源を生かし，その海藻を飼料にす
る工程を障害者の方々の仕事にできないかと
考えたのでした。
　幼い頃は引っ込み思案、泣いて、押し入れ
に閉じこもる、そんな矢野さんを変えたのは、
料理との出会いでした。10歳の頃、誕生日に

料理の絵本を買ってもらったことがきっかけ
でした。言葉で伝えられないことも、料理を
通じて自分を表現できると気づいたこと、そ
の経験が矢野さんの料理家の原点だったとい
います。
　そして、自然豊かな鎌倉で料理教室を主宰
し、活動しているうちに、シラス漁で網にか
かったカタクチイワシが市場に出回らず、廃
棄されていることを知り、心を痛めました。
そこで矢野さんは、鎌倉漁協に行きます。
【矢野】　カタクチイワシが捨てられちゃって
いるんだったら、漁協で鎌倉アンチョビにし
て販売すればいいじゃないですかって、言い
に行ったんです。
【インタビュアー】　よく言いに行きましたね。
▼矢野：でも、捨てられちゃってるというの
は、ちょっとやっぱりもったいないし、残念
だし、せっかく漁師さんがとったものなので、
そこはどうにか生かしたいなって思いました。
【ナレーション】　矢野さんが命あるものを大
事にしたいと考えるようになったのは、短大
の卒業論文でした。
▼矢野：卒論です。全ての生き物には神様が
宿っているという考え方を、卒論を通じて知
ることができて、いろんなものをいとおしく
感じる。人の育てたお野菜に関しても、人が
とってきたくれた魚に関しても、育てている
牛や豚、何に関しても、いとおしく感じる。
そこを卒論で学んだような気がします。
【ナレーション】　鎌倉アンチョビをきっかけ
に、鎌倉漁業協同組合の食品アドバイザーに
なった矢野さんは、海辺に行くようになり、

共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から
～鎌倉海藻ポークの一歩～
発表者　　矢野　ふき子 氏
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漁師さんとも会話を交わすようになります。
そして、海が荒れた次の日には大量の海藻が
流れ着き、その海藻は廃棄されていることを
知ります。関西や東北では、おかずとされて
いるカジメやアラメといった海藻も、鎌倉で
は食す習慣がありません。
▼矢野：海藻はミネラルが豊富だったり、コ
ンブのように旨味が多かったりしますよね。
例えばイベリコ豚はドングリを食べておいし
くなるし、日本ではお茶っ葉を食べておいしく
なる豚さんもいます。もともと豚は食べるも
のによって肉質が変わるということは知って
いたので、海藻を豚の飼料にしたら肉質とか
味によい影響が出るのではないかなというふ
うに考えたんです。
【ナレーション】　多角的に物事を考える矢野
さん、餌で豚の肉質が変わることは知ってい
ても、飼料のことは全く知らない。自分で海
藻を拾い、干して、さらに低温のオーブンで
焼いて乾燥させ、粉末の飼料を作ることから
始めました。この飼料を持って、神奈川県の
畜産技術センターに行ったところ、厚木市飯
山で養豚業を営む臼井欽一さんをご紹介して
もらったのです。臼井さんは、その地域の誇
りとなるような豚を飼育したいと、常日頃か
ら考えている養豚家でした。臼井さん自身、
過去に海藻の飼料化に取り組んだこともあり、
実際の海藻の飼料を目の前に、即答でご協力
いただけることになったそうです。
▼臼井：同じ白でも、比べてみるといろいろ
違うんですね。ですから、皆さんもスーパー
とか百貨店とか、お肉売り場、お肉屋さんに
行ったときに、肉の油の白さというのを気に
して見ていただくと、いろんなお肉が並んで
いると思いますけれども、白さが違うんです
ね。光線の具合とかもありますけれども、よ
り白い肉のほうが、お肉の雑味は少ないです

ね。お肉って、やっぱり獣臭とかあったりとか、
いろいろ香りがよくも悪くもあるんですけど、
白い油のお肉のほうが、そういう獣臭とか、
そういうのは少ないのは間違いないですね。
　海藻ポークについては、真っ白な油を目指
してやっていますので、その辺は食べるとき
に見ていただけると、すごくありがたいかな
と。100グラムの袋に入っていますけど、そ
の100グラムというのは、乾燥になっていま
すけど、本当は１キロぐらいあるんですね。
ですから、それが100個あると10キロで、海
藻だと100キロということになりますから、
本当に10キロという重みでも、本当に多くの
方がね、もともと100キロですから、その手
間暇かけて持ってきていただいているという
ことは、本当にすごくひしひしと伝わってき
ますね。
【ナレーション】　こうして鎌倉の海藻を餌に
してくれる養豚家は見つかりましたが、もう
一つの問題がありました。それは漁業権です。
海岸に流れ着く海藻であっても、漁業権が存
在します。矢野さんは鎌倉漁協に出向き、相
談しました。
【男性】　寄ったものだけど、一応漁業権があ
る。許可取って拾うんだったら構わないだろ
うってね。
▼矢野：今、1,000円しか持ってなかった。
ごみになっちゃうんですものね。
【男性】　ごみになっちゃう。
▼矢野：もったいないですよね。
【男性】　もったいない。
【ナレーション】　そして、原さんは鎌倉漁業
協同組合から、障害者の方々に海藻の回収許
可証を発行してくれたのでした。海藻の飼料
化でネックになるのは、塩分そして重量です。
工業的な手段で飼料化しようとすると、海藻
に付着している塩分が抜けず、塩辛過ぎて餌
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漁師さんとも会話を交わすようになります。
そして、海が荒れた次の日には大量の海藻が
流れ着き、その海藻は廃棄されていることを
知ります。関西や東北では、おかずとされて
いるカジメやアラメといった海藻も、鎌倉で
は食す習慣がありません。
▼矢野：海藻はミネラルが豊富だったり、コ
ンブのように旨味が多かったりしますよね。
例えばイベリコ豚はドングリを食べておいし
くなるし、日本ではお茶っ葉を食べておいしく
なる豚さんもいます。もともと豚は食べるも
のによって肉質が変わるということは知って
いたので、海藻を豚の飼料にしたら肉質とか
味によい影響が出るのではないかなというふ
うに考えたんです。
【ナレーション】　多角的に物事を考える矢野
さん、餌で豚の肉質が変わることは知ってい
ても、飼料のことは全く知らない。自分で海
藻を拾い、干して、さらに低温のオーブンで
焼いて乾燥させ、粉末の飼料を作ることから
始めました。この飼料を持って、神奈川県の
畜産技術センターに行ったところ、厚木市飯
山で養豚業を営む臼井欽一さんをご紹介して
もらったのです。臼井さんは、その地域の誇
りとなるような豚を飼育したいと、常日頃か
ら考えている養豚家でした。臼井さん自身、
過去に海藻の飼料化に取り組んだこともあり、
実際の海藻の飼料を目の前に、即答でご協力
いただけることになったそうです。
▼臼井：同じ白でも、比べてみるといろいろ
違うんですね。ですから、皆さんもスーパー
とか百貨店とか、お肉売り場、お肉屋さんに
行ったときに、肉の油の白さというのを気に
して見ていただくと、いろんなお肉が並んで
いると思いますけれども、白さが違うんです
ね。光線の具合とかもありますけれども、よ
り白い肉のほうが、お肉の雑味は少ないです

ね。お肉って、やっぱり獣臭とかあったりとか、
いろいろ香りがよくも悪くもあるんですけど、
白い油のお肉のほうが、そういう獣臭とか、
そういうのは少ないのは間違いないですね。
　海藻ポークについては、真っ白な油を目指
してやっていますので、その辺は食べるとき
に見ていただけると、すごくありがたいかな
と。100グラムの袋に入っていますけど、そ
の100グラムというのは、乾燥になっていま
すけど、本当は１キロぐらいあるんですね。
ですから、それが100個あると10キロで、海
藻だと100キロということになりますから、
本当に10キロという重みでも、本当に多くの
方がね、もともと100キロですから、その手
間暇かけて持ってきていただいているという
ことは、本当にすごくひしひしと伝わってき
ますね。
【ナレーション】　こうして鎌倉の海藻を餌に
してくれる養豚家は見つかりましたが、もう
一つの問題がありました。それは漁業権です。
海岸に流れ着く海藻であっても、漁業権が存
在します。矢野さんは鎌倉漁協に出向き、相
談しました。
【男性】　寄ったものだけど、一応漁業権があ
る。許可取って拾うんだったら構わないだろ
うってね。
▼矢野：今、1,000円しか持ってなかった。
ごみになっちゃうんですものね。
【男性】　ごみになっちゃう。
▼矢野：もったいないですよね。
【男性】　もったいない。
【ナレーション】　そして、原さんは鎌倉漁業
協同組合から、障害者の方々に海藻の回収許
可証を発行してくれたのでした。海藻の飼料
化でネックになるのは、塩分そして重量です。
工業的な手段で飼料化しようとすると、海藻
に付着している塩分が抜けず、塩辛過ぎて餌

になりません。海で砂を落とし、さらにそれ
を洗浄し、塩分を真水で洗い流す必要があり
ます。
　そしてもう一つの問題は重さです。水分を
含んだままでは、腐敗するスピードが速く、
仮にそれをすぐに豚の餌にできるとしても、
重量が大き過ぎます。
　そのとき、矢野さんが考えたのは、障害者
の方々のお仕事にならないかということでし
た。活動をするのであれば、その一部を障害
者の方々にお分けしたい。鎌倉アンチョビの
説明書の折る作業を依頼していたこともあり、
早速料理教室の生徒さんを通じて新たに福祉
施設を紹介してもらいました。障害者の方々
は、海藻を回収、洗浄、干し、粉砕をして、
その鎌倉海藻飼料を臼井農産鎌倉事業所に販
売します。布袋に入れた乾燥海藻を、車椅子
の車輪で細かくしたり、手回しシュレッダー
で細かくしたり、金づちで叩いて細かくした
り、コーヒーミルで細かくする方もいます。
参加施設は徐々に増え、今では鎌倉の４つの
福祉施設が鎌倉海藻飼料の活動をしています。
障害者の方々の活動に加えて、2021年の３月
からは老人ホームの方々もボランティアで加
わりました。
　鎌倉の障害者の方々や老人ホームの方々の
協力を得て飼料化された海藻を食べて育った
豚は、鎌倉海藻ポークのブランド名で販売さ
れるようになりました。精肉の販売は個人会
員が中心で、約100名の方々がお客様となっ
ています。今年の11月からは、鎌倉市のふる
さと寄附金の返礼品にもなりました。
▼矢野：やはり鎌倉の人たちがみんなで築き
上げて、それで水産、鎌倉の事業者たちもいて、
これがどこに、どなたのお手元に届いたとし
ても、鎌倉を感じてもらえたらなと思ってい
ます。

【ナレーション】　しかし、流れ着く海藻は全
くないときもあれば、回収しきれないぐらい
大量に流れ着いているときもあります。障害
者の方々や老人ホームの方々の働きを無駄に
しないためにも、効率的な豚の飼育が必要に
なってきます。そのために、臼井農産鎌倉事
業所では、毎月決まった頭数を育て、お客様
に販売する計画飼育という手段をとっていま
す。
　お客様の中には、無印良品を経営する株式
会社良品計画もあります。鎌倉に2020年春
に誕生したホテルメトロポリタン鎌倉内にあ
るCafe&MealMUJIでは、鎌倉海藻ポークを
使ったメニューのために、毎月２回、４頭の
豚を購入してくださっているそうです。
▼木村：まず、この海藻ポークを使わせてい
ただいて、一番感じた違うところは、やはり
豚の臭みが全くないというところですね。実
際に当店では豚汁とかにも使わせていただい
ているんですが、あくを取る際に油が本当に
黄色くない、ほんと透明な、澄んだ油という
のがすごくこの豚の特徴だなというふうに
思っています。
▼松木：Cafe&MealMUJIという屋号で出店
するに当たって、やはり地域でずっと根ざし
た、20年、30年続くレストランをつくりたい
なという思いでオープンをしました。そのと
きに、やっぱり僕たちは食を伝えるお仕事で
すので、その食のプロダクトとして、商品、
食材自体にちゃんと意味のあるもの、こういっ
たものを使いたいなというふうに思っていた
ので、海藻ポークという取組を聞いて、これ
は我々が取り組むことで鎌倉市全体、ひいて
は全国に広がっていく取組になればいいなと
思って、導入を決めました。
▼永尾：すごく個人的な思いにはなるんです
けれども、私自身、家族に、障害を持ってい
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る妹がいまして、そういう障害者福祉の分野
に何か少しでも力になれないかという思いを
持って、この会社に入った経緯がありまして、
その中でこの矢野さんのやっていらっしゃる
活動というものにすごく共感しまして、僕は
ぜひ一緒にやりたい。何か応援したいとか、
偉そうなことではなくて、私自身、矢野さん
から勉強させていただきたいというふうな気
持ちで、松木と一緒に海藻を拾いに行かせて
いただいたり、砕く作業を見に行かせていた
だいたりみたいなことをさせていただく中で、
ああ、やっぱりこれはやってよかったなと、
すごく、一番多分鎌倉の店で誇らしい商品だ
なと、物販を含めて思っているので。
【ナレーション】　鎌倉海藻ポークという
食材の持つ意味を深く理解している鎌倉の
Cafe&MealMUJI、メニューに加わったこと
によって、鎌倉市民、観光客の鎌倉での食の
体験は深まります。お客様にはこの味を楽し
んでいただきたいと、矢野さんはうれしそう
に話します。
▼矢野：この鎌倉海藻ポーク、すごく面白い
と思うんです。捨てられてしまっている海藻
を活用して、障害者の人たちがいてくれて、
それを県内の食材で豚を育てたいと思う臼井
さんがいて、それで無印さんがご契約してく
ださって。関係者がいっぱいいて、福祉だけ
をメインに着目して、これを発信してしまう
と、鎌倉海藻ポークの面白みが伝わりきらな
い。なので、いろんな面から、皆さんにも理
解してほしいし、私もいろんな面から発信し
たいなというふうに考えています。
【インタビュアー】　今では、矢野さんと、あ
と臼井さんをはじめ、畜産の方、水産の方、
漁師さんを含め、あと自治体と、あとムジさん、
サービス業、観光の面まで、すごい一大プロ
ジェクトになりましたよね。

▼矢野：なっちゃいましたよね。臼井さんの
この鎌倉海藻ポークは、農林水産省の６次産
業化の認定を取っているんですけど、水・福・
畜連携というのに注目していただいたという
こともあって、そういうふうな事業って、今
までなかったですよね。水産と福祉と畜産が
つながって何かを目指すということはなかっ
たです。そういう意味で、すごく面白い。皆
さんのおかげで、面白い取組になったかなと
いうふうに思います。
【インタビュアー】　それは当初から想定して
いたことだったんですか。
▼矢野：どんどん広がっていると思います。
老人ホームの方なんて、ちらっとも思ってな
かったし。私がいなくなっても、この事業が
進むぐらいに、鎌倉に定着すればいいなとい
うふうに思っています。
【ナレーション】　鎌倉の海岸に流れ着き、廃
棄されていた海藻が、１人の料理家の発想と
行動で、障害者の方々、そして老人ホームの
方々を含めた共生社会をつくり出しました。
共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から。
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なと、物販を含めて思っているので。
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食材の持つ意味を深く理解している鎌倉の
Cafe&MealMUJI、メニューに加わったこと
によって、鎌倉市民、観光客の鎌倉での食の
体験は深まります。お客様にはこの味を楽し
んでいただきたいと、矢野さんはうれしそう
に話します。
▼矢野：この鎌倉海藻ポーク、すごく面白い
と思うんです。捨てられてしまっている海藻
を活用して、障害者の人たちがいてくれて、
それを県内の食材で豚を育てたいと思う臼井
さんがいて、それで無印さんがご契約してく
ださって。関係者がいっぱいいて、福祉だけ
をメインに着目して、これを発信してしまう
と、鎌倉海藻ポークの面白みが伝わりきらな
い。なので、いろんな面から、皆さんにも理
解してほしいし、私もいろんな面から発信し
たいなというふうに考えています。
【インタビュアー】　今では、矢野さんと、あ
と臼井さんをはじめ、畜産の方、水産の方、
漁師さんを含め、あと自治体と、あとムジさん、
サービス業、観光の面まで、すごい一大プロ
ジェクトになりましたよね。

▼矢野：なっちゃいましたよね。臼井さんの
この鎌倉海藻ポークは、農林水産省の６次産
業化の認定を取っているんですけど、水・福・
畜連携というのに注目していただいたという
こともあって、そういうふうな事業って、今
までなかったですよね。水産と福祉と畜産が
つながって何かを目指すということはなかっ
たです。そういう意味で、すごく面白い。皆
さんのおかげで、面白い取組になったかなと
いうふうに思います。
【インタビュアー】　それは当初から想定して
いたことだったんですか。
▼矢野：どんどん広がっていると思います。
老人ホームの方なんて、ちらっとも思ってな
かったし。私がいなくなっても、この事業が
進むぐらいに、鎌倉に定着すればいいなとい
うふうに思っています。
【ナレーション】　鎌倉の海岸に流れ着き、廃
棄されていた海藻が、１人の料理家の発想と
行動で、障害者の方々、そして老人ホームの
方々を含めた共生社会をつくり出しました。
共感を力に、共に生きる文化を鎌倉から。

▼比留間：皆様こんにちは。鎌倉市共生共創
部の比留間です。今回、地域共生社会推進全
国サミットにおいて、鎌倉リビングラボを紹
介させていただけることを非常にうれしく思
います。鎌倉リビングラボは、市民の皆さん
が主役となり、産官学が連携し、「だったらい
いな」の暮らしや地域をつくり上げる活動を
行っています。本日はここにいる産・官・学・
民のメンバーで説明していきますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。
　それでは、早速鎌倉リビングラボのコーディ
ネーター役を務めている東京大学から、秋山
先生、よろしくお願いします。

▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ます。皆さん、こんにちは。東京大学の秋山
です。鎌倉リビングラボについてを話してい
きたいと思いますが、まずは本日ご紹介する
テレワーク家具開発の取組についての紹介動
画がございますので、ご覧ください。

▼田島：この住宅地は鎌倉市でも一、二を争
う高齢化率ですね。将来的に人口も減るとか、
この住宅地が生き残ることは一体どうしたら
いいのか、このまちで子育て、環境のよい場
所で暮らしていく。働き方の改革に伴って生
き残れる可能性は十分にあるというふうに信
じています。
▼吉田：リビングラボは産・学・官・民とい
う４者がとても絶妙なバランスで入ってやる
ところになっておりまして、多様な参加者が
参加できるオープンイノベーションのプラッ
トフォームというふうになります。産学官民
それぞれがその強みを生かすときに、自分ご
ととして捉えて意見を出したり、対等に、フ
ラットにお話しできるということがうまく
いっている秘訣なのではないかと思います。
▼藤本：まずニーズがあるのかどうか、あと、
そこに我々が解決できる課題があるのかどう
か。ヒアリングを行いました。我々が持って
いた仮説が間違っていたこともよく分かって、
また皆さんが持っている課題というのも見え
てきたので、じゃあテレワーク家具、実際に
つくろうかと。
▼柴田：いや、今でも覚えているけど、びっ
くりした。だって、段ボール職人だもの。段ボー
ルですからね。段ボールであそこまで思い描
いていたものをちゃんとやって、可動部分が
動くんです。地域住民が何かをニーズを引き
出して開発するというのは、形をつくってみ
ると、メーカー側のプロダクトアウトではな
かなか発想ができないことで、それがマーケッ
トインで普通に来るのとも、やっぱりちょっと

鎌倉リビングラボの挑戦
～産官学民で地域課題から新しい価値を創り出す～
発表者　　秋山　弘子 氏・青木　清 氏・秋山　恵 氏
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違うと思うんですよね。
▼平山：すごく気楽に、言いたいことだけ言っ
て、できてきて、ああ、すごいですねといって、
またこうやって、またイトーキさん、上げて
くださっていたんですよね。
▼青木：やっているうちに皆さんが単なる参
加者じゃなくて、開発者の一員になっている
んですね。自分の意見がどういう形になるか、
それは一番のモチベーションなんです。企業
だけでは出てこない意見、住民主体の生活者
の意見、これを酌み取れるというのは、非常
に大きなリビングラボの価値だと思いますね。
▼吉田：いろんな企業に入ってきていただい
て、本当に必要なものを、それぞれの強みを
持って作ってくことができるというのが、こ
れからの展開になっていくのかなと思ってい
ます。
▼秋山（弘）：ご存じのように、少子高齢化や
人口減少には課題が山積しています。と同時
に、人生100年と言われる長寿社会には、私
たちの祖父母の世代には想像もできなかった
新たな可能性が多くあります。解決すべき課
題と新たな可能性が多いということは、イノ
ベーションの宝庫とも言えます。リビングラ
ボは生活者を核として、産・官・学・民が共
に取り組むオープンイノベーションの場です。
鎌倉リビングラボは、地域住民がまちの課題
や望むまちの未来やライフスタイル像をワー
クショップなどの対話から抽出します。それ
をかなえる物やサービスを企業や行政、大学
とともに試作し、それを日常生活の場で使っ
てテストして、住民の真のニーズを引き出す
ことによって、生活者目線に立った物やサー
ビスの開発・改善、また望ましい社会の仕組
みづくりにつなげる活動です。
　４年前に高齢化が市内でも進んでいる郊外
型の住宅地である今泉台地域をフィールドに

取組がスタートしました。取組は大きく、住
民課題、行政課題、企業課題のそれぞれが出
発点となって、３種類の活動が行われており
ます。今日はそのうち２つの事例をご紹介し
ます。
　また、平成30年にはリビングラボ活動が盛
んな北欧のスウェーデンと共同研究を行って
いた経緯もあり、スウェーデンの国王ご夫妻
が今泉台に視察にお越しくださり、国際的に
も注目されている取組となっております。
　私からは、鎌倉リビングラボの概要につい
て、ごく簡単に紹介させていただきましたが、
具体的な取組をイトーキ株式会社の秋山さん、
藤本さんからお話しいただきたいと思います。
秋山さん、藤本さん、よろしくお願いいたし
ます。

▼秋山（恵）：秋山先生、ありがとうございま
す。私たちイトーキの秋山と藤本です。私た
ちからは、鎌倉リビングラボで取り組みまし
たテレワーク家具の開発のプロジェクトと、
今後の展開についてお話しさせていただきま
す。
▼藤本：株式会社イトーキの藤本です。私ど
もの取組は、「様々な世代に優しいまちへ」と
いう地域課題を出発点にしてスタートいたし
ました。活動拠点として選んだまちは、駅か
ら大分時間のかかるエリアでありまして、テ
レワーク家具を開発することで、住んでいる
まちの中で働くことができる、そのような地
域を目指してこの取組をスタートしてまいり
ました。
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ボは生活者を核として、産・官・学・民が共
に取り組むオープンイノベーションの場です。
鎌倉リビングラボは、地域住民がまちの課題
や望むまちの未来やライフスタイル像をワー
クショップなどの対話から抽出します。それ
をかなえる物やサービスを企業や行政、大学
とともに試作し、それを日常生活の場で使っ
てテストして、住民の真のニーズを引き出す
ことによって、生活者目線に立った物やサー
ビスの開発・改善、また望ましい社会の仕組
みづくりにつなげる活動です。
　４年前に高齢化が市内でも進んでいる郊外
型の住宅地である今泉台地域をフィールドに

取組がスタートしました。取組は大きく、住
民課題、行政課題、企業課題のそれぞれが出
発点となって、３種類の活動が行われており
ます。今日はそのうち２つの事例をご紹介し
ます。
　また、平成30年にはリビングラボ活動が盛
んな北欧のスウェーデンと共同研究を行って
いた経緯もあり、スウェーデンの国王ご夫妻
が今泉台に視察にお越しくださり、国際的に
も注目されている取組となっております。
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て、ごく簡単に紹介させていただきましたが、
具体的な取組をイトーキ株式会社の秋山さん、
藤本さんからお話しいただきたいと思います。
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たテレワーク家具の開発のプロジェクトと、
今後の展開についてお話しさせていただきま
す。
▼藤本：株式会社イトーキの藤本です。私ど
もの取組は、「様々な世代に優しいまちへ」と
いう地域課題を出発点にしてスタートいたし
ました。活動拠点として選んだまちは、駅か
ら大分時間のかかるエリアでありまして、テ
レワーク家具を開発することで、住んでいる
まちの中で働くことができる、そのような地
域を目指してこの取組をスタートしてまいり
ました。

　今回この取組では、子育て世代や実際にテ
レワークをしている現役世代の方、またはひ
とり暮らしの若者といった、様々な環境の住
民の方にご参加いただき、複数回のワーク
ショップを経て、その中からの対話によって、
ニーズや価値観を深掘りして、それらを反映
させた家具を開発いたしました。
　このように、皆さんの対話から生まれた、
このテレワーク家具が発売されたという取組
は、日本におけるリビングラボ活動の初の事
例で、商品化第１号となっております。テレ
ワーク家具が開発されてから、さらにその先
に新しい働き方を模索する、わくわくワーク
プロジェクトが始まっておりますので、そち
らについては秋山よりご紹介させていただき
ます。
▼秋山（恵）：イトーキの秋山です。テレワー
ク家具の開発を通じまして、自宅や会社から
外に飛び出すということに価値を覚えており
ます。現在は新しい、わくわくする働き方に
ついて、わくわくワークプロジェクトで模索
を行っています。リビングラボでは住民が開
発者となって、自らの「働く」や「暮らす」
の中での価値観や経験に伴った様々な意見や
アイデアがオンラインの中でもワークショッ
プでユニークなものがたくさん出てくるとい
うのが印象的でした。
　次は、実際に住民目線でのお話を青木さん
から伺いたいと思います。青木さん、よろし
くお願いいたします。

▼青木：秋山さん、ありがとうございます。
NPO法人タウンサポート鎌倉今泉台で鎌倉リ
ビングラボを担当している青木です。鎌倉リ
ビングラボに参加した方から話を伺うと、自
分の生活だとか意見とかアイデアが実現され
ていくところに、非常に楽しい感じを持った
みたいですね。このイトーキさんのテレワー
ク家具開発でも、試作品が完成し、実際に目
の前に現れたとき、皆さんから思わず「おう」
という声が出ましたが、自分たちのアイデア
が現実の形になるということが大きな喜びに
なっているようです。
　そして、自分がこの地域課題の解決だとか、
あとは社会への貢献、役に立つ、そういうと
ころに非常にやりがいを感じているという方
は多いですね。こういう方々が楽しいと感じ
ていただけるためには、自分たちが出した意
見やアイデアのフォローアップだとかフィー
ドバック、これがとても重要になってくると
思います。「ジブンゴト化」するということは、
自分の意見やアイデアがきちんと実現してい
くというか、どんなふうになっているんだろ
うというところを、きちんと示してあげると
いうことがポイントかなと感じています。こ
れがないと役に立っているという実感が薄く、
これからも続けていこうという気持ちが失わ
れていくようです。まちには多様な価値観や
環境で暮らしていて、そのような方々が主役
となって、どんな人でも輝ける場がこのリビ
ングラボだと考えています。自分たちででき
ることがある。自分たちでしか解決できない
こともある。それができて、それが「ジブン
ゴト化」なんですけれども、それができたら
非常にまちはよくなると感じています。
　これまで今泉台での物の開発についてお話
ししてきましたが、鎌倉市では政策というサー
ビスを住民目線で立案する取組もチャレンジ
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されているようなので、鎌倉市の比留間さん
からお話しをいただけますか。
▼比留間：はい、青木さん、ありがとうござ
います。鎌倉市では、我が国がこれから迎え
るsociety5.0の社会、誰一人取り残すことな
く、そこから生まれる価値を皆が享受できる
よう、デジタルリテラシーの格差解消を課題
として捉えています。
　今、新型コロナウイルスの流行で様々な行
動が制約を受け、さらに格差が広がる傾向に
あります。このため、様々な年代がデジタル
機器を通じてつながり、支え合う環境づくり、
特に高齢者の方々を中心とするデジタルデバ
イドを解消し、コミュニティーの再構築、さ
らには人々の暮らしをより豊かにしていくこ
とを目指した取組をスタートしています。
　具体的な取組については、実際に地域に入っ
て住民の方々と一緒に取り組んでいる本多よ
り紹介いたします。
▼本多：皆さん、こんにちは。鎌倉市政策創
造課の本多です。このプロジェクトでは「玉
縄台でデジタルライフを楽しむ」をテーマに、
鎌倉リビングラボの拠点を広げる第一歩とし
て、玉縄台という地域をフィールドに活動し、
住民の皆さんが主役になって、大学と行政が
一緒にデジタル機器と楽しく付き合う方法を
模索してきました。
　その結果、実際の生活ではなじみづらく、
どうしてもその場の一過性のものになって
しまうという課題があったスマホやパソコン
の教室を開催するという方法ではなく、困っ
たときやちょっとしたときに身近な人に聞く
ことができる地域コミュニティーでの教え合
いへの関心が高いことが分かりました。
　そこで、まずは地域のキーとなる住民メン
バーがオンライン会議などを通じて少しずつ
デジタル機器を覚え、使いこなしていき、メ

ンバー間で教え合うことで、今となってはオ
ンライン会議を当たり前のように使いこなし
ています。そして、そのメンバーたちが主体
となり、広く地域住民に対してデジタル機器
の楽しさや利便性を地域生活の中で広め、教
え合っていく自主企画がスタートしています。
　このプロジェクトでは、年齢に関係なく、
デジタル機器との楽しい付き合い方を地域全
体で考え、取り組むことで、コロナの影響に
より毎年恒例のイベントやお祭りができない
という大きな制約を受けている中、地域活動
の歩みを止めないという課題解決にもつな
がっています。鎌倉市としては、このような
リビングラボのプロセスを通じて、地域住民
の声からつくり上げた取組をさらに質を高め、
地域の誰もがデジタル機器を楽しく使いこな
すための政策として、様々な地域にも展開し
ていきたいと考えています。
▼比留間：本多からは、玉縄台地域でのデジ
タルデバイドをテーマにした取組を紹介しま
したが、鎌倉市では地域の課題を地域で考え、
解決していく共生社会を共創する。この鎌倉
リビングラボの取組を全市に広げていきたい
と思います。近年これまで豊かさの指標と
されてきたGDPにかわる指標として、well-
beingという表現が使われています。この
well-beingを高めるには、個人の満足度とと
もに地域の豊かさ、地域との関わりが重要と
言われています。地域の「だったらいいな」
を実現し、その過程に自らが関わる鎌倉リビ
ングラボは、まさに市民のwell-beingを高め
る活動ということができます。鎌倉リビング
ラボの活動を通じて、市民・地域の幸福度を
高めていきたいと考えています。
▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ました。これまで鎌倉リビングラボの取組の
うち代表的な事例について紹介してきました
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されているようなので、鎌倉市の比留間さん
からお話しをいただけますか。
▼比留間：はい、青木さん、ありがとうござ
います。鎌倉市では、我が国がこれから迎え
るsociety5.0の社会、誰一人取り残すことな
く、そこから生まれる価値を皆が享受できる
よう、デジタルリテラシーの格差解消を課題
として捉えています。
　今、新型コロナウイルスの流行で様々な行
動が制約を受け、さらに格差が広がる傾向に
あります。このため、様々な年代がデジタル
機器を通じてつながり、支え合う環境づくり、
特に高齢者の方々を中心とするデジタルデバ
イドを解消し、コミュニティーの再構築、さ
らには人々の暮らしをより豊かにしていくこ
とを目指した取組をスタートしています。
　具体的な取組については、実際に地域に入っ
て住民の方々と一緒に取り組んでいる本多よ
り紹介いたします。
▼本多：皆さん、こんにちは。鎌倉市政策創
造課の本多です。このプロジェクトでは「玉
縄台でデジタルライフを楽しむ」をテーマに、
鎌倉リビングラボの拠点を広げる第一歩とし
て、玉縄台という地域をフィールドに活動し、
住民の皆さんが主役になって、大学と行政が
一緒にデジタル機器と楽しく付き合う方法を
模索してきました。
　その結果、実際の生活ではなじみづらく、
どうしてもその場の一過性のものになって
しまうという課題があったスマホやパソコン
の教室を開催するという方法ではなく、困っ
たときやちょっとしたときに身近な人に聞く
ことができる地域コミュニティーでの教え合
いへの関心が高いことが分かりました。
　そこで、まずは地域のキーとなる住民メン
バーがオンライン会議などを通じて少しずつ
デジタル機器を覚え、使いこなしていき、メ

ンバー間で教え合うことで、今となってはオ
ンライン会議を当たり前のように使いこなし
ています。そして、そのメンバーたちが主体
となり、広く地域住民に対してデジタル機器
の楽しさや利便性を地域生活の中で広め、教
え合っていく自主企画がスタートしています。
　このプロジェクトでは、年齢に関係なく、
デジタル機器との楽しい付き合い方を地域全
体で考え、取り組むことで、コロナの影響に
より毎年恒例のイベントやお祭りができない
という大きな制約を受けている中、地域活動
の歩みを止めないという課題解決にもつな
がっています。鎌倉市としては、このような
リビングラボのプロセスを通じて、地域住民
の声からつくり上げた取組をさらに質を高め、
地域の誰もがデジタル機器を楽しく使いこな
すための政策として、様々な地域にも展開し
ていきたいと考えています。
▼比留間：本多からは、玉縄台地域でのデジ
タルデバイドをテーマにした取組を紹介しま
したが、鎌倉市では地域の課題を地域で考え、
解決していく共生社会を共創する。この鎌倉
リビングラボの取組を全市に広げていきたい
と思います。近年これまで豊かさの指標と
されてきたGDPにかわる指標として、well-
beingという表現が使われています。この
well-beingを高めるには、個人の満足度とと
もに地域の豊かさ、地域との関わりが重要と
言われています。地域の「だったらいいな」
を実現し、その過程に自らが関わる鎌倉リビ
ングラボは、まさに市民のwell-beingを高め
る活動ということができます。鎌倉リビング
ラボの活動を通じて、市民・地域の幸福度を
高めていきたいと考えています。
▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ました。これまで鎌倉リビングラボの取組の
うち代表的な事例について紹介してきました

けれども、最後は全員で地域課題を解決しな
がら未来社会、新しい社会をつくっていくた
めの今後のチャレンジをテーマに話し合って
いきたいと思います。
　今回のサミットは、地域共生がテーマです
が、鎌倉市としてはいかがですか。
【比留間】　鎌倉市は、誰もが安心して自分ら
しく暮らすことができる共生社会を目指して
います。多様な価値観や課題を持った方々、
男性・女性、年齢、障害の有無、個人の立場
に関係なく、誰もが暮らしやすいまちを鎌倉
リビングラボ活動を通じてつくっていきたい
と思っています。様々な人たちが参画し、議
論を重ねるプロセスは、個人個人の価値観の
違いなど、新たな気づきを得るきっかけにな
ります。市民一人一人がそれぞれ主役となり、
輝くことができる社会を目指し、今後も挑戦
し続けてまいります。
▼秋山（弘）：比留間さん、ありがとうござい
ます。青木さんは住民として当事者の立場で
もご参加いただいていますが、住民が自然と
参加しているのは、どのような理由があるの
でしょうか。
▼青木：楽しく参加ということが一番大きい
ですね。住民一人一人の価値観やアイデアが
反映されたものは、やはりうれしいですね。
そして、楽しく参加した住民が地域の課題を
「ジブンゴト化」するというのが一番のポイン
トで、高齢者だけでなく、子育て世代や子供、
障害を持った方といった、いろいろな人の課
題を地域全体で考えていくことで、この地域
はもっとよくなっていくと思います。そこか
ら、きっと自分たちはこの地域で何ができる
んだろうと考えるきっかけになるのではない
かと思いますが、鎌倉リビングラボのプロセ
スを通じて、自ら動き出す住民を増やしてい
くことが本当に目指したいことだし、今後の

チャレンジですね。
▼秋山（弘）：青木さん、ありがとうございま
す。住民が開発者となることで、主体的な参
加が見られていますが、イトーキさんとして
はこの鎌倉リビングラボに参加して、いかが
でしたでしょうか。
▼藤本：これまでの商品開発というのは、主
に会社の中で行われてきました。会社から一
歩外に飛び出して、地域の方と一緒にニーズ
とかコンセプトを考えてくると、今まで得ら
れなかったような気づきとか可能性を多く、
本当に感じることができました。社会課題の
解決に取り組んでいくということは、これか
ら企業が社会から必要とされるためには、と
ても大切なことであると、そのように考えて
おります。
▼秋山（恵）：働くと暮らす、学ぶが近くなっ
ていく中で、生活の場で主役である住民の方
と一緒に考えていくことで、いろいろなアイ
デアが出てくると考えています。また、自分
らしく働ける環境はどのようなものなのか、
皆さんが望んでいる暮らしや生活はどんなも
のなのか、これらを一緒に考え、実践してい
くことは、ありたい未来社会の実現にもつな
がっていくということでもありますし、新し
い働き方、新しい価値を生み出すものにもつ
ながっていくと考えています。
　一つの企業で解決できることは少なくなっ
てくる中で、産・官・学、複数の企業と連携
することで解決していける可能性を大きく感
じております。
▼秋山（弘）：藤本さん、秋山さん、ありがと
うございます。鎌倉リビングラボは、住民が
望む未来社会を様々なステークホルダーが一緒
になって生み出していく取組です。社会や地域
には様々な人が暮らしており、その人の数だけ
多様な課題があります。その課題をみんなで
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協力して解決し、誰もが暮らしやすい社会を
つくり出していきたいと願っております。
　本来であれば、産・官・学・民が立場を超えて、
みんなでわいわい楽しくアイデアを出し合っ
て進めたいのが本音です。１年以上、コロナ
禍で直接会えず、オンライン中心の状況が続
いていますが、またこの写真のように、みん
なで集まれる日を楽しみにしています。
　私たちの紹介は以上です。本日は動画での
ご紹介でしたが、いつか皆さんとお会いでき
ることを願っております。ご視聴いただきま
して、ありがとうございました。
【一同】　ありがとうございました。
【司会】　秋山弘子様、秋山恵様、そして青木
清様、ありがとうございました。
　最後の取組紹介は、「共生社会が生み出す
well-being~共生社会の実現を目指す鎌倉市
の取組より～」と題して、鎌倉市　松尾崇市
長が発表します。松尾市長、よろしくお願い
します。
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協力して解決し、誰もが暮らしやすい社会を
つくり出していきたいと願っております。
　本来であれば、産・官・学・民が立場を超えて、
みんなでわいわい楽しくアイデアを出し合っ
て進めたいのが本音です。１年以上、コロナ
禍で直接会えず、オンライン中心の状況が続
いていますが、またこの写真のように、みん
なで集まれる日を楽しみにしています。
　私たちの紹介は以上です。本日は動画での
ご紹介でしたが、いつか皆さんとお会いでき
ることを願っております。ご視聴いただきま
して、ありがとうございました。
【一同】　ありがとうございました。
【司会】　秋山弘子様、秋山恵様、そして青木
清様、ありがとうございました。
　最後の取組紹介は、「共生社会が生み出す
well-being~共生社会の実現を目指す鎌倉市
の取組より～」と題して、鎌倉市　松尾崇市
長が発表します。松尾市長、よろしくお願い
します。

▼松尾：鎌倉市長の松尾です。よろしくお願
いいたします。鎌倉市の取組の紹介、最後あ
と16分ぐらいですけれども、お付き合いいた
だければというふうに思います。よろしくお
願いいたします。それでは早速始めます。
　共生社会が生み出すwell-beingということ
で、大きくは３つ取組を紹介させていただき
ます。
　まず１つ目です。「鎌倉市共生社会の実現を
目指す条例」についてです。これは先ほどお
昼前に流したプロモーション動画でもご紹介
しましたので、QRコードで、改めて見ていた
だければというふうに思っております。それ
では、共生社会の実現を目指す条例です。２
年前、この条例を制定したわけなんですけれ
ども、きっかけの一つは、冒頭、神奈川県の
黒岩知事のお話の中にもありましたけれども、
神奈川県で起きました津久井やまゆり園の戦
後最悪と言われた殺傷事件であります。こう
した事件の中では、優生思想というようなも
のが議論として語られた部分ではありますけ
れども、そうした社会を決してつくってはい
けない。鎌倉からそうした発信もしていきた
いということが、一つこの条例をつくる大き

な理由にもなりました。
　大切にしたい理念というのは、ここに書い
てあります自分らしく生きる、支え合って生
きる、自らが望むかたちで社会参画しながら
生きるというものです。この前文に思いとい
うものをかなり込めていますけれども、人に
とっての普通や当たり前というのは、他人に
とっての普通や当たり前とは違うということ
などを盛り込んでいます。この市役所の仕事
を進めていく中でも、常に共生社会の実現を
目指す条例に立ち戻って、様々なものを確認
してもらいたいというふうに私は職員に対し
てよく話をしています。
　今日のテーマにもありますけれども、デジ
タル、スーパーシティですとか、デジタルト
ランスフォーメーションといったようなこと
が、今この日本の中で取組が進められるわけ
ではありますけれども、これらは全て手段で
あって、決してデジタルトランスフォーメー
ションをやること自体が目的ではないわけで
す。我々が手段として取り組んでいること、
その目的は何かといえば、この共生社会の実
現を目指すことです。そのために私たちはあ
らゆるもの、それはステークホルダーという
ふうに先ほどの動画の中でもありましたが、
産・官・学・民という、こういう連携ですとか、
新たなテクノロジー、技術、こういうものを
どんどんと取り入れながら、共生社会の実現
を目指していきたいというふうに考えていま
す。
　実現を目指す条例の中で、具体的な取組と
いうところです。一番上の共生の意識づくりは、

共生社会が生み出すwell-being
～共生社会の実現を目指す鎌倉市の取組より～

発表者　　松尾　崇 氏
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まさにこうした全国サミットも一つではあり
ますけれども、市民講座や職員研修というよ
うなことなどに取り組んでいるところです。
　共生社会とは、改めて全ての人に配慮のあ
る社会、対話による調整ができる社会、支援
する人、される人を固定しない社会というふ
うに位置づけています。先ほどお話にもあり
ましたけれども、支援する人、される人、こ
れは一日にして、一晩にして変わる可能性も
あります。昨日まで元気だったかもしれない
けれども、病気になって、明日からは支援さ
れる人になるかもしれません。そういうとこ
ろから、こうした考え方を固定化しない社会
というところも我々としては一つ目指してい
る姿でもあります。
　それから、地域に必要なことというところ
です。困っている方が、困っているというこ
とをなかなか声が上げられない。それが日本
人としての特徴の一つでもあるのかもしれま
せんけれども、こうした困りごとということ
を見える化、可視化するということが地域に
とって必要なことであるというふうにも考え
ております。
　それから、昨今、ヤングケアラーですとか
老々介護、また障害者を家族に持つ方の支援
というようなことなどもクローズアップされ
る部分でありますが、ケアラー支援というと
ころにつきましても、大変重要だというふう
に思っています。本人の支援だけではなくて、
家族丸ごと支援をしていくという視点とか、
また誰でも地域の新たな戦力になるという、
こういう認識も同じです。
　鎌倉市では、くらしと福祉の相談窓口を開
設しました。これはどんなお困りごと、どん
なことでも、まずはこの窓口に来てお話をし
ていただきたい。その中で、ここで受けた相
談ごとをこの市役所の中にきちんとおつなぎ

をする、そういう取組をしました。この相談
窓口を開設することによって、昨年と比較し
て５倍の相談が増えたというようなことがあ
ります。もちろん全ての課題が解決できるわ
けではありませんけれども、まずは相談を受
け止めるということで、市役所としての課題
の把握、それから政策づくりということにつ
なげているところです。
　目指したい地域の姿というところは、困っ
ているということを気軽に言い合える、そう
した環境づくりとともに、この地域資源の共
有、暮らしを支える新たな地域のつながりの
構築というところがあります。鎌倉市として
は、今、地域共生プラットフォーム、仮称で
すけれども、こうした取組ということをして
いきたいというふうに思っています。支援で
きる人が支援できるときに支援する、そうい
う仕組みづくりということを、より一層進め
ていきたいというふうに考えています。具体
的には、例えば障害児をお持ちのお母さん方
が、自分がその子を育てた経験というのは大
変だったけれども、それを同じ失敗を繰り返
さないでほしい。だから、今度障害児を育て
る、そういうお母さんの力になりたい。そん
なことを発案されて、学校の中に、もしくは
保育園の中にサポーターとして入っていきた
い。こんなことを発議をしていただいて、実
際に仕組み化してきたというようなことなど
もあります。そうしたことを様々な分野で広
げていって、それを地域共生プラットフォー
ムということで、支援することを可視化して
いくことによって、あ、これだったら今の自
分にちょっと手伝えるかもしれない。そうい
うニーズも掘り起こしながら、お互い支え合
える、そういうまちを目指していきたいとい
うふうに考えております。
　２番目です。新型コロナウイルスの中での
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まさにこうした全国サミットも一つではあり
ますけれども、市民講座や職員研修というよ
うなことなどに取り組んでいるところです。
　共生社会とは、改めて全ての人に配慮のあ
る社会、対話による調整ができる社会、支援
する人、される人を固定しない社会というふ
うに位置づけています。先ほどお話にもあり
ましたけれども、支援する人、される人、こ
れは一日にして、一晩にして変わる可能性も
あります。昨日まで元気だったかもしれない
けれども、病気になって、明日からは支援さ
れる人になるかもしれません。そういうとこ
ろから、こうした考え方を固定化しない社会
というところも我々としては一つ目指してい
る姿でもあります。
　それから、地域に必要なことというところ
です。困っている方が、困っているというこ
とをなかなか声が上げられない。それが日本
人としての特徴の一つでもあるのかもしれま
せんけれども、こうした困りごとということ
を見える化、可視化するということが地域に
とって必要なことであるというふうにも考え
ております。
　それから、昨今、ヤングケアラーですとか
老々介護、また障害者を家族に持つ方の支援
というようなことなどもクローズアップされ
る部分でありますが、ケアラー支援というと
ころにつきましても、大変重要だというふう
に思っています。本人の支援だけではなくて、
家族丸ごと支援をしていくという視点とか、
また誰でも地域の新たな戦力になるという、
こういう認識も同じです。
　鎌倉市では、くらしと福祉の相談窓口を開
設しました。これはどんなお困りごと、どん
なことでも、まずはこの窓口に来てお話をし
ていただきたい。その中で、ここで受けた相
談ごとをこの市役所の中にきちんとおつなぎ

をする、そういう取組をしました。この相談
窓口を開設することによって、昨年と比較し
て５倍の相談が増えたというようなことがあ
ります。もちろん全ての課題が解決できるわ
けではありませんけれども、まずは相談を受
け止めるということで、市役所としての課題
の把握、それから政策づくりということにつ
なげているところです。
　目指したい地域の姿というところは、困っ
ているということを気軽に言い合える、そう
した環境づくりとともに、この地域資源の共
有、暮らしを支える新たな地域のつながりの
構築というところがあります。鎌倉市として
は、今、地域共生プラットフォーム、仮称で
すけれども、こうした取組ということをして
いきたいというふうに思っています。支援で
きる人が支援できるときに支援する、そうい
う仕組みづくりということを、より一層進め
ていきたいというふうに考えています。具体
的には、例えば障害児をお持ちのお母さん方
が、自分がその子を育てた経験というのは大
変だったけれども、それを同じ失敗を繰り返
さないでほしい。だから、今度障害児を育て
る、そういうお母さんの力になりたい。そん
なことを発案されて、学校の中に、もしくは
保育園の中にサポーターとして入っていきた
い。こんなことを発議をしていただいて、実
際に仕組み化してきたというようなことなど
もあります。そうしたことを様々な分野で広
げていって、それを地域共生プラットフォー
ムということで、支援することを可視化して
いくことによって、あ、これだったら今の自
分にちょっと手伝えるかもしれない。そうい
うニーズも掘り起こしながら、お互い支え合
える、そういうまちを目指していきたいとい
うふうに考えております。
　２番目です。新型コロナウイルスの中での

影響と対応ということで、これはどのまちも
いろいろな取組をされているというふうに認
識をしておりますが、鎌倉市の取組の一端を
ちょっとご紹介をさせていただきたいという
ふうに思います。
　このコロナ禍において、先ほどの相談窓口
に寄せられた相談の特徴というところにつき
ましては、世帯全体の課題を相談する場所が
見当たらないということや、孤独感、社会的
な孤立、つながりを求める過程での生じる
怒りなどがあります。
　集約していくと、やはりこのコロナ禍で明
らかになっていった不安という気持ちです。
目に見えないことへの不安、また知らないこ
とへの不安、情報が集まりにくいことへの不
安、そういう不安ということが積み重なると
いうことによって、その人自身が様々な健康
の課題ということを抱えたり、またコロナの
中で収入、住むところ、人間関係、こういう
ところに課題が生まれてきたというところ。
こうした課題に直面していくと、人に対して
の寛容さということも失われて、攻撃的になっ
ていくなんていうこともあったというふうに
思っています。
　市としては、そうした不安や批判、思い込
みが人を傷つけることがありますということ
を書きながら、そうした気持ちということを
決して人を攻撃するということにつなげない
で、いたわりや思いやりの心を持ちましょう
という、こういうポスターを作成をしまして、
市内様々なところに掲示をさせていただきま
した。これは各教育機関なども、とても協力
をしていただいて、うちにもこのポスター貼
りたいからちょうだいなんていうお声もたく
さんいただいたところです。
　また、観光客の方には「何々しなさい」と
いうようなことよりも、「こうしましょう」と

いうような、少しやわらかいメッセージで鎌
倉に来た方に少し感染予防のマナーを徹底を
していただくなんていう取組もさせていただ
きました。
　コロナワクチン接種につきましては、鎌倉
の場合はタクシー券の助成ということをさせ
ていただきました。65歳以上の方にこれをお
出ししたんですけれども、実際に使われたの
は25％ぐらいでした。裏を返すと75％の方は
使わなくて、自分で会場等に行かれたという
ところがあるんですけれども、実際本当に必
要だというような方には、お使いいただいた
という取組でもあります。
　それから、国民１人に10万円という支給が
ありましたけれども、そのときにおなかの中
にいた赤ちゃんにはこの10万円が支給されな
かったということなどもありまして、また妊
婦さん、もしくは新生児を持つお母さん方の
このコロナの中でも不安というのは大変大き
なものがありました。そうした方々に対して
の給付ということを鎌倉市独自で行いました。
　それから、大変困窮している世帯が増えて
いるというところで、そうした方々を支援す
る団体に対しての寄附ということを、このガ
バメントクラウドファンディングを使って募
集したところ、想定よりも２倍以上のお金が
寄附していただいたということがありました。
　それから、これは実際直接にお店の支援で
す。鎌倉は特に飲食店が多いわけなんですけ
れども、緊急事態宣言という中では、当初大
変経営に苦労されたということがありまして、
そういうところを市民の人たちが支援をした
いということで、これは行政も側面からの支
援をしましたけれども、市民の皆さんが特に
中心になって、こうした取組ということも行っ
ていただいたところです。こちらの宅配マッ
プというところも作成をして、事業者の支援
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というところにつなげました。
　それから、これは市の独自で、縁むすびカー
ドというものを作成をしまして、市民１人当
たり5,000円のカードで使えるというものを
お配りをさせていただきました。これは市民
の方が市内の事業者を支援をするということ
で、市内の大きな店舗では使えないんですけ
れども、小さな店舗で使えるということで、
これまでなかなか行かなかったようなお店や、
自分が支援したいという、そういうお店で使っ
ていただいたりということで、双方から大変
好評をいただいた取組でもありました。
　最後になります。鎌倉の共生社会の実現に
向けた共創の取組ということを具体的に紹介
させていただきます。１つは、障害者2,000
人雇用という取組です。これは先輩の取組と
いいますか、私たちが大変参考にさせていた
だいたのは、岡山県の総社市の障がい者千人
雇用という取組で、今は千五百人雇用という
ふうに名前を変えておりますが、こうした取
組、鎌倉市でも一緒になって取組をさせてい
ただきたいということで進めています。当初
1,400人ぐらい働いているというところの推
計ですけれども、今、1,600人ぐらいに増え
てきているということで、目標の2,000人に
向けて、さらなる取組を進めているところです。
　農業就労体験セミナー、これはこの後のシ
ンポジウムで、えと菜園の小島さんに事業と
しては実施をしていただいているものですけ
れども、実際に昨年、会社勤めの方が鬱病に
なって、会社を辞めて、どうしようかという
ときに、この農業体験に来ていただきました。
最初は大変元気がなかったんですけれども、
この農業ということに出会うことによって、
自分はこの道をやりたいというふうになって、
結果的に今年は藤沢市になりますけれども、
農家さんに就職できたという、こんな取組に

もつながっているものです。
　それから、鎌倉市の海水浴場では、バリア
フリー対応ということでの海水浴場という取
組もしています。800メートルのボードウォー
クなどがあることによって、こうしたこれま
で海水浴をしたことがないという方が海水浴
場を楽しめるという、こういう環境をつくっ
ているところです。
　これは先ほどの動画にも出ましたが、無印
良品さん、様々な形で取組を支援していただ
いています。「いろんなカタチ」という、こう
した新聞を市内のNPOの方々が作って、それ
を情報発信の場として、こうした無印良品さ
んが協力をしていただいたりということもあ
ります。海藻ポークの取組は、先ほどの動画
のとおりでございます。
　スマイルフードプロジェクトというのは、
先ほどのクラウドファンディングとも重なる
部分があるんですけれども、鎌倉市内で生活
が大変困窮しているという方に、月に今、１
回程度、この食料を配布をするという取組を
やっています。この食料については、鎌倉市
内の農家さんですとかお店の方が大変な協力
をしていただいて、寄附をしていただいたも
のを、こうした困窮した市民の皆さんにお配
りをさせていただくと。これは、ただ配るだ
けということではなくて、取りに来た方々に
どういう生活の今、お困りごとがあるか、も
しくは働く場が求めているのか、そういうこ
とをお伺いする中で、支援につなげていくと
いう、こんな取組をしているところです。
　それから、まちの中では、本当にいろいろ
な取組を市民の方々が自発的にやっていただ
いているということがたくさんあります。鎌
倉リビングラボの取組も先ほどの動画で見て
いただいたとおりです。
　Fab　Cityという、ファブラボという取組
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というところにつなげました。
　それから、これは市の独自で、縁むすびカー
ドというものを作成をしまして、市民１人当
たり5,000円のカードで使えるというものを
お配りをさせていただきました。これは市民
の方が市内の事業者を支援をするということ
で、市内の大きな店舗では使えないんですけ
れども、小さな店舗で使えるということで、
これまでなかなか行かなかったようなお店や、
自分が支援したいという、そういうお店で使っ
ていただいたりということで、双方から大変
好評をいただいた取組でもありました。
　最後になります。鎌倉の共生社会の実現に
向けた共創の取組ということを具体的に紹介
させていただきます。１つは、障害者2,000
人雇用という取組です。これは先輩の取組と
いいますか、私たちが大変参考にさせていた
だいたのは、岡山県の総社市の障がい者千人
雇用という取組で、今は千五百人雇用という
ふうに名前を変えておりますが、こうした取
組、鎌倉市でも一緒になって取組をさせてい
ただきたいということで進めています。当初
1,400人ぐらい働いているというところの推
計ですけれども、今、1,600人ぐらいに増え
てきているということで、目標の2,000人に
向けて、さらなる取組を進めているところです。
　農業就労体験セミナー、これはこの後のシ
ンポジウムで、えと菜園の小島さんに事業と
しては実施をしていただいているものですけ
れども、実際に昨年、会社勤めの方が鬱病に
なって、会社を辞めて、どうしようかという
ときに、この農業体験に来ていただきました。
最初は大変元気がなかったんですけれども、
この農業ということに出会うことによって、
自分はこの道をやりたいというふうになって、
結果的に今年は藤沢市になりますけれども、
農家さんに就職できたという、こんな取組に

もつながっているものです。
　それから、鎌倉市の海水浴場では、バリア
フリー対応ということでの海水浴場という取
組もしています。800メートルのボードウォー
クなどがあることによって、こうしたこれま
で海水浴をしたことがないという方が海水浴
場を楽しめるという、こういう環境をつくっ
ているところです。
　これは先ほどの動画にも出ましたが、無印
良品さん、様々な形で取組を支援していただ
いています。「いろんなカタチ」という、こう
した新聞を市内のNPOの方々が作って、それ
を情報発信の場として、こうした無印良品さ
んが協力をしていただいたりということもあ
ります。海藻ポークの取組は、先ほどの動画
のとおりでございます。
　スマイルフードプロジェクトというのは、
先ほどのクラウドファンディングとも重なる
部分があるんですけれども、鎌倉市内で生活
が大変困窮しているという方に、月に今、１
回程度、この食料を配布をするという取組を
やっています。この食料については、鎌倉市
内の農家さんですとかお店の方が大変な協力
をしていただいて、寄附をしていただいたも
のを、こうした困窮した市民の皆さんにお配
りをさせていただくと。これは、ただ配るだ
けということではなくて、取りに来た方々に
どういう生活の今、お困りごとがあるか、も
しくは働く場が求めているのか、そういうこ
とをお伺いする中で、支援につなげていくと
いう、こんな取組をしているところです。
　それから、まちの中では、本当にいろいろ
な取組を市民の方々が自発的にやっていただ
いているということがたくさんあります。鎌
倉リビングラボの取組も先ほどの動画で見て
いただいたとおりです。
　Fab　Cityという、ファブラボという取組

なんですけれども、3Dプリンターなどを使っ
て地域の課題を解決する、こんな取組があり
ます。これは既にリタイアしたお年寄りの方
が、非常にこの3Dプリンターを上手に使い
こなせる方がいらっしゃって、そこには子供
たちが本当に目を輝かせながら、そのおじい
ちゃんに使い方を習いに来るなんていう光景
があったりします。
　カマコンは、実はこの会場を使ってこれま
でやってきているんですけれども、鎌倉の
中で何かやりたいという方がプレゼンをして、
それをみんなで応援するという、こんな取組
も市民で自発的に行われています。
　まちの社員食堂、こういうところがまちの
中でどんどんと広がっているというのも、一
つ鎌倉の取組です。
　これも鎌倉らしい働き方ということで、右
下の写真は建長寺で「寺ワーク」なんていう
名称でテレワークをやる場所を開放してい
ただいたりしています。建長寺でこうした
ZEN2.0ということで、新しいこうした禅と
いう文化を鎌倉から発信していく取組、これ
も市民の方たちが中心になって行っている取
組です。
　こうしたシーンが当たり前にある鎌倉を目
指したいということで、鎌倉の取組を紹介を
させていただきました。ご清聴、誠にありが
とうございました。
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